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地 政 科

凱処魂稜,ゴキブ りが鎚鋤すれば,串は前後に伺輯し,

そのために,諾損は KTymographに曲陳を記銘するO

妙子]+･を休止すればバネの叩カで-胃税は元の滞割こ惰る

機になっている｡工pegjel'k法は ゴキブ･)を反対向け

にして,被植林の倒 棚以外の各胸 と迦とな テープで湖
徹鋭用の7.ラ.川 ､ダラスに岡促し,そU)肘筋を毛髪で

結び,電撃は督横の軸より紺Oに上方に焚杜ル た柊の

光跡 こ越路した｡ゴキブリが脚を紬 ナば,毛髪ほ後方

･に引かれ,毛髪に連絡した棒の光は後方に同感し,従

つ7:君枝の軸が後方に回賦し,賀矧 ま上方に あが り

ⅩylnOg】･aPh8に曲線が記漣される様にした0 時間記

執 ま背通の描写法と同様にした｡これら4法の轄栄は

夫 特々徴を持ち,痕跡法では嚢虫増加と典に師込まっ

た豪雪軒で腹部を曳きずった｡罪鼠穂状では,液剤の潜

J状郁 脚 2秒以下な症 反し,･粉恥 平均5L=,秒であ
.ったo正常個体の平均jFf=j･琴は1秒当 り3.0C,m であ

ったが,除虫菊処理偶作では平均11cmで活芦別こなっ

た｡これに反し,Nic｡tincや Leとhane384,Rotcn-

one,All-50-S肘石動が促進しなかったo改良昆虫曲

線蛾の抽朱では,対陥区曲線は頻兜や振幅が略 モー恩

であったが,破線体に液剤を置与すると.位初その磯

奴的刺蛾で嘩く振れ その後の山地触 除虫菊の場合;
正常と新著研 日選が諌められ,敏感な前進粗動を行t:,

その曲椋は他の Nic()tine.Lethanc384に比し,渇

敬 節 1,:7 抑 りブ

い掛臓を77,･した｡その後胸幅は低減したが戯渡は減ら

なかった｡更に頻度が減少し始めると掛帽が聯大せる

柳 L'11があ[),除山菊､粉剤の影響も他剤とは鈍っていた｡

一般に除虫茄は濃操,イ剛4くの感受駄 記録法による多

少の変異はあるが,それはイイ叫二∃脚貢lrは混刺戟の期間と

の2相が絡められた｡Leg.IJerk淡では,最初ujLeg

jeJ･kは最大値になるまで放路に減耗を増加し'地組ま

相撲状にな[).次ぎに数秒間掛幅を減少するが頻姥は

略十位で朽び腰舵の減少に随って弼帽を聯加させ不完

全な脚肪肉の弛緩を認めたoこの概向は Ni〔･otineや

Lcthane三娼連では諌められなかったO'この樺に致死虫
以下の除虫菊剤はヅキブ.)に賦活作用を有する′ことが

･祝められたO-

iJIutzel,(4O)はヅキブDの頭部をその磯 にして,

体中から全部の腸を引き出し,摘抑揚の反応を記録し

たC先軸 こ際し,曲った督横を後暇に迎終し;胸の収

納の変化を記録したoJしかし充別捕 紀 化を記録出水

なかった¢

以上の様な槻娘曲線の漕等は輩剤作用機構を外囲か

赴 らのみ窺 うだか ご,個体の変異を取 り除くことが困舟

であり,被検体の取付けによる誤差が出易い瓢魚があ､

るが粒故が簡胆な.氏で利itJされている｡これらの欠点

は竃磁矧的妹によりある桂皮補足出来る｡
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内 規 `

i,.防虫科学に陸離-る研究報文なれば誰でも投稿出来

る｡但t,原稿の塀玲ほ緬集金萌で決めるO叉原称ト
の字句についでは加除修正を行 う~ことがある｡原稿

は本繭規定の原稿用紙を用いることO

乳 報文は邦文叉は欧文とし邦兼松枚欧文の叉政文に

は邦文の菓杓を添える｡欧文はタイプライター使用

諾 遥 慧㌔ 慧欝 び所珊 瑚 断 等潤 文欧

3. 邦文は甲かな{断かな使いとL,欧譜背訳吋 ま片
･かなを用いるO但し物質私 人懲等は敏文のまゝと

するO腐最,弟及び図の醗明は敵文とすることO図
版 白紙叉昧管板方眼紙に町壁に銀暫し原稿とは別紙

とするととO

逮. 動臓物の学名の下には.- を附ける (イタリツ

･年休となる)O和名は片仮名をもちいるo
壁字牲すべてアラビア数字を用い,教盤の準位はメ

ヮ1,外法によるO単位及び術譜の略字執忠次の例に

よ凱 nJ(メ-TJjt,),cm(センチメ⊥トル),mmくミ

I.)̀メートル),/A(ミクT-/),m望(平方㌔-1･ル),m8

､は 巧 }-トル),cc(丑カセyチメートル),L(リツ

1糾

済

1､ル)ど(QIIラム),軸(キログラム),mg(ミ1)グラム),

o(僻粍度),% (パ-セゾ1ト),p‡･l(水素イオy強敵

bp(沸嘩点)'fp(凝固点),mp(敵駄 Cal(如
リY･), CaI(大かコリー),MW (分子畳),V (求

ル ト).1羊Ⅴ(キロボル ト),A(アシペア),mA (i
リア./ペア)IW(ワット),Atm(気圧),N (親驚)

5.句.観点.カツコ由 ま1割を典えるO-イブシは隊

[劉･b卦糠の上に明瞭に竃くことQ文献には晋者省,

靴誌名(習名),醍 .笥数 年紙の塀に記し,機 敏
には- (ゴチッ}J体)の下線をつけることO

(I)∫.Cristol:I.Ant.Chcm.Sac,69,338(1947)
i

本文中の引用文触帯紙はカツコをつけて肩に小さく

暫 く,文献は報文の鼠倍に通し苛既の噺 と列紀する｡

邦文雑誌私は日本化単組艶 欧文雅誌名はCh8mical
Abstra毎 払 logicalAbstractS配 の略各に従 う｡.

¢;校正柊初校に阻欄 者が行うことを堺即とする0

7･Lful堀掴 唖 幣射 るO亨 れ準 の布鞄 に準やて
'､は環曙をFrl安 く｡I

8･ 原稿の路仰こ絃劇 植 附し,葦遼年月13,連絡兜ナ
原稿枚数,.笥廃絶囲義教召捕陣 筆数蝉を冨己入する.十

原稿校正の郵蓮措置箭とし,,珊 その他の連絡は下
冨己にする0
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